
お蚕さま ようこそ筑波へ！ 

～ 世界遺産専攻 蚕飼育日記 ～ 

 

2015 年 5 月 22 日から同年 6 月 23 日まで、富岡製糸場からいただいた蚕、約 200

頭を学生さん達と育てました。そのときの飼育日記を公開します。日記は、日々のメモか

ら、M1 の S さんが主にまとめてくれました。わたしは出張で、ほとんどお世話ができ

なかったのですが、その間、丁寧に世話をしてくれたSさん、H さん、Jさん、Rさん、

そのほかの学生のみなさん、どうもありがとうございました。 

 

 佐伯      

 

****************************: 

 

 

5 月２２日 

お蚕さまが富岡製糸場からいらっしゃいました。 

３齢の蚕は2センチぐらいの長さで、黒っぽい色でした。 

お蚕さま達は伊藤先生組（１００頭）、佐伯先生の組（１００頭）にわけて飼育を始めま

した。 

新聞紙を敷いた箱の周りに壁を作り、上に穴を開けました。 

温度の設定は24度にしました。 

蚕は眠と脱皮を繰り返す習性があります。 

蚕たちは、この日から眠に入りました。 

 
来たばかりのころは、まだ小さかった。 



 
飼育箱の準備 

 

 

５月２３日 

ほとんどの蚕がまだ眠の状態だったので、この日は何もせずに済みました。 

 

５月２４日 

半数の蚕が眠からさめて動き始めました。 

元気な子たちは、飼育箱の壁を越えようとしていました。 

私は蚕に触る勇気がなかったので、別の部屋にいた H さんにお願いして脱走した蚕を捕

獲してもらい、２０ｇの餌を箱ずつあげました。 

人工飼料は桑っぽい匂いをしていて、触ってみると羊羹のようでした。 

そして、蚕が脱走しないように、飼育箱の壁を高くしました。 

帰る途中で素晴らしい夕日と変な形をしている雲を見ました。 

あるテレビ番組によると、地震が起こる前に変な雲が見られるそうです。（ホントかな...） 

 

５月２５日 

震度４度の地震がありました。 

餌を６０ｇずつあげた後、地震で倒れた蚕部屋の壁（新聞紙）を直しました。 

幸い、地震で逃げた蚕はいませんでした。 

 

５月２６日 

ひとつの蚕部屋あたり、６０ｇ、餌をあげました。 

 

5 月２７日 

ひとつの蚕部屋あたり、６０ｇ、餌をあげました。掃除をしました。 

 

５月 28日 

蚕さんがなかなか眠に入らなかったので、糞を掃除してから、餌を、各部屋に２５ｇ程度、

与えました。（Rさん） 

 

５月 29日 

眠に入っていたので、この日は何もしませんでした。（Rさん） 



 

５月 30日 

眠に入っていたので、この日は何もしませんでした。（Rさん） 

 

５月３１日 

五齢２日目に入り、蚕たちは動き始めました。箱を掃除して、３００ｇの餌をあげました。 

この日から毎日掃除をすることにしました。 

 

餌を食べている蚕の様子（撮影者：Hさん） 

 

 

掃除の様子 

 

6 月 1日 

掃除は J さんのおかげで無事に済みました。（まだお蚕さまに触ることのできない私は、

ただそれを見守るだけでした。） 

 

6 月２日 



１６：００ごろに掃除しました。飼育箱ごとに、２００ｇずつ餌をあげました。明日は餌

を追加します。（H さん） 

伊藤先生組の蚕たちのうち、発育のよくない子たちは病気かもしれないので、特別室（小

さな箱）に移しました。 

 

6 月３日 

１２：４５ごろ、Sさんが掃除をしてくれました。箱ごとに、２００ｇずつ餌を追加しま

した。 

 

６月４日 

５齢６日目、蚕たちは、今日も生き生き、成長しています。掃除をしてから餌を４００ｇ

ずつあげました。 

 

６月５日 

掃除をした後、餌を２５０ｇずつ追加しました。 

隔離していた蚕たちはまだ小さいけど、無事に生きているので元の箱に戻しました。 

 
餌を食べている蚕の様子（撮影者：Hさん） 

 

６月６日 

１１：４０ごろ掃除して、餌３００ｇずつあげました。 

何匹かの蚕たちは、餌を食べずに頭を立ち上げ、無言で「繭を作りたいので早く高いとこ

ろに部屋を作りなさい」と要求しているようでした。 

 

６月７日 

今日はいよいよ上蔟の時が来ました。 

まぶしを立てようと思いましたが、なかなかうまく立てられませんでした。 

そこでみんなと相談して、両側にダンボールを補強しました。 

https://kotobank.jp/word/%E4%B8%8A%E8%94%9F-79480


熟蚕たちは登山選手のようにどんどん上に登り、適当な部屋を探し始めていました。 

残りの子たちも先輩の背中を見ながら一生懸命餌を食べています。 

 

自慢のまぶし 

 

６月８日 

蚕たちが繭になり始めました。 

今日繭の成果は：伊藤組：繭１３個 

佐伯組：繭４０個 です。 

 

（まぶしがあって）どうやら掃除が無理そうなので、わたしはもう、見守るしかないと判

断しました。 



 

蚕の様子（部屋は気に入ってくれたかな？） 

 

６月９日 

今日繭の成果は：佐伯組：繭６９個 

        伊藤組：繭４７個（中に汚れているものが4個ありました） でした。 

 

伊藤組は餌５０ｇ追加しました。（Hさん） 

 

６月１０日 

８日に、見守るしかない、と掃除をあきらめていたのですが、S さんと H さんがよい方

法を考えてくれて、無事に伊藤組の飼育箱を掃除することができました。 

 

そして、餌１００ｇあげました。 

 

佐伯組の蚕たちはほぼ全部、まぶしの上に登っていたので掃除しなくでも大丈夫でした。 

 

６月１１日 

繭がさらに増えました。 

今日繭の成果は：佐伯組：繭７３個 



        伊藤組：繭５５個 でした。 

 

６月１２日 

繭がさらに増えました。 

今日繭の成果は：佐伯組：繭８０個 

        伊藤組：繭６１個 でした。 

 

（６月１３日―６月１６日 この間は、実習に行っていたため記録はありません。） 

 

６月１７日 

今日はいよいよ、繭の回収日です。伊藤組１００個、佐伯組１０４個を回収しました。感

謝の気持ちを込めて蚕たちにさようならをしました。蚕たちは富岡製糸場に戻って、いい

糸になればいいですね。 

 

６月２３日 

汚れていた繭（８個）は、富岡には戻さず、引き続き、観察を続けることにしました。下

の写真は汚れた繭から羽化した蚕です。個人的には、もこもこした物は抵抗がないので、

ちょっとだけ可愛いと思ってしまいました。 

 

羽化した蚕 

 

 

感想： 

小さい時、母は虫を見ると必ず叫んでしまう人だった。そのため、私も虫を見たとたん

母の絶叫を思い出し、虫を怖がるようになってしまった。飛ぶ虫が一番苦手だが、柔らか



いタイプもだめだった。 

そんな私に、蚕を世話する任務が来た。最初のうちは、見ることすらほぼできなかった

が、だんだん慣れてきて、今はすでに間近で見ても平気になって、たまに可愛さすら感じ

た。（触れるレベルにはまだ達していないが・・） 

蚕を世話する間、他の人の蚕飼育日記を読んで、そのおかげで知識も増えた。毎日、心

配で、万が一みんな全部死んだらどうしようと思ったが、みんな無事に立派な繭を作って

くれた。 

いろんな努力をしたが、情けないことに、今でも蚕に触れない。なので、ただ見守るだ

けだった。幸いH さん、Sさん、Jさん、SY さん、R さんが、いろいろ手伝ってくれた。

今後もし再び蚕を飼育するチャンスが来たら挑戦したいと思う。 （M1 K・S） 

 

 

これまで養蚕の現場などを見学した際に何度か蚕に触れる機会はありましたが、蚕を飼

育することは初めてのことでした。私は以前養蚕について調べていたときがあり、養蚕の

知識はある程度知っているつもりではいました。しかし、知っていることと実際に蚕を飼

育してみるのとではやはり大きな違いがあります。蚕の成長に個体差がでてしまったり、

飼料の減り具合が伊藤組と佐伯組で異なったりと、色々と試行錯誤しなければなりません

でした。結果的に、無事に富岡市に蚕たちを繭の状態で返すことができたのは、一緒に蚕

の世話をしてくれた皆さんのおかげです。また、このような貴重な機会を得ることができ、

富岡市の皆様にも感謝いたします。（M1 T・H） 

 

 

 

 

繭ポーズで記念写真 


